
ローカリゼーションサポート

この章では、英語以外の言語に対する Cisco Unified Communications Manager Express
（CiscoUnifiedCME）のローカリゼーションサポート、および米国特有ではないネットワーク
のトーンと断続周期について説明します。

•ローカリゼーションについて（1ページ）
• SCCP電話機のローカライゼーションサポートの構成（6ページ）
• SIP電話機でのローカリゼーションサポートの構成（23ページ）
•ローカリゼーションの設定例（34ページ）
• SCCP電話機のロケールインストーラの構成例（37ページ）
•次の作業（41ページ）
•ローカリゼーションサポートの機能情報（41ページ）

ローカリゼーションについて

Cisco Unified Cisco Mobility Expressでのローカリゼーション機能強化
Cisco Unified Cisco Mobility Expressはフランス語ロケールをサポートしていますが、フランス
のフランス語とカナダのフランス語では一部のフレーズが異なります。Cisco Unified Cisco
Mobility Express 9.5で正しいロケールパッケージがインストールされている場合、カナダのフ
ランス語が Cisco Unified SIP IP Phoneおよび Cisco Unified SCCP IP Phoneのユーザー定義ロケー
ルとしてサポートされます。

BLF、SNR、Cisco Mobility Expressなどの一部の略語はローカライズされていません。（注）

前提条件

• Cisco Unified Cisco Mobility Express 9.5以降のバージョン

•ロケールパッケージバージョン 9.5.2.6が必要です
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ローカリゼーションの拡張機能はすべて、Cisco Unified Cisco Mobility Expressでのみサ
ポートされています。これらは Cisco Unified SRSTではサポートされていません。表 1 :
ユーザ定義ロケールの言語コード（2ページ）は、ロケールファイルのファイル名で使
用される言語コードを示しています。

表 1 :ユーザ定義ロケールの言語コード

言語コー

ド

言語

fr_CAフランス語（カナダ）

構成情報については、ユーザー定義のロケールのインストール（11ページ）を参照して
ください。

制約事項

システム定義ロケール

CiscoUnified CMEには、英語など 12の言語、および米国など 16の国のシステム定義のローカ
リゼーションサポートが組み込まれています。ネットワークロケールでは国独自のトーンと

断続周期が指定され、ユーザロケールでは、テキスト表示に使用する言語が指定されます。

システム定義のロケールの設定は、IP Phoneのタイプに応じて異なります。

• Cisco Unified IP Phone 7905、7912、7940、および 7960：システム定義のネットワークロ
ケールおよびユーザロケールは、Cisco IOSソフトウェアに事前にロードされています。
外部ファイルは不要です。network-localeおよび user-localeコマンドを使用して、これら
電話機のロケールを設定します。

• Cisco Unified IP Phone 6921、6945、7906、7911、7921、7931、7941、7961、7970、7971、
8941、8945、および Cisco IP Communicator：システム定義のロケールをサポートするロ
ケールファイルをダウンロードし、そのファイルをフラッシュメモリ、スロット0、また
は外部 TFTPサーバに保存する必要があります。「Cisco Unified IP Phone 6921、6945、
7906、7911、7921、7931、7941、7961、7970、7971および Cisco IP Communicator用のシ
ステム定義ロケールのインストール（6ページ）」を参照してください。

• Cisco Unified 3905、6941、6945、8961、9951、および 9971 SIP IP Phone：システム定義の
ロケールをサポートするロケールファイルをダウンロードし、そのファイルをフラッシュ

メモリ、スロット 0、または外部 TFTPサーバに保存する必要があります。

Cisco Unified SIP IP Phoneに対してローカリゼーション用の TFTPエイリアスが自動的に
作成されることはありません。TFTPエイリアスの手動作成方法については、「Cisco
Unified IP Phone 8961、9951、9971用システム定義ロケールのインストール（23ペー
ジ）」を参照してください。

（注）
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Cisco Unified Cisco Mobility Express 10.5リリース以降、システム定義ロケールは廃止さ
れ、ユーザー定義ロケールが推奨されます。

（注）

Cisco Unified 3905 SIP IP Phoneおよび Cisco Unified 6945、8941、および 8945 SCCP IP Phoneで
は、Cisco Unified CME 8.8までのすべてのロケールがサポートされます。

Cisco Unified SIP IP Phoneのローカリゼーションサポート
CiscoUnifiedCME8.6では、英語など 12の言語、および米国など 16の国のシステム定義のロー
カリゼーションサポートが提供されます。ネットワークロケールでは国独自のトーンと断続

周期が指定され、ユーザロケールでは、テキスト表示に使用する言語が指定されます。ユーザ

定義ので追加のローカリゼーションサポートを作成してください。ユーザー定義ロケールの詳

細については、「ユーザー定義ロケール（3ページ）」を参照してください。

Cisco Unified CME 9.0以降のバージョンでは、ローカリゼーションが拡張され、Cisco Unified
6941および 6945 SIP IP Phoneがサポートされるようになりました。

loadコマンドは、ユーザー定義ロケールとシステム定義ロケーションの両方をサポートしま
す。

ロケールファイルは、構成ファイルと同じ場所に保存する必要があります。（注）

ユーザー定義ロケール

ユーザ定義のロケール機能では、Cisco IOSソフトウェアで事前定義されているシステム定義
のロケール以外のネットワークおよびユーザロケールをサポートできます。たとえば、システ

ム定義ではない中国語（繁体字）の言語およびトーンの使用が必要な電話機がサイトにある場

合、中国語（繁体字）のロケールファイルをインストールする必要があります。

Cisco Unified CME 4.0以降のバージョンでは、特定のユーザおよびネットワークロケールをサ
ポートするファイルをダウンロードし、そのファイルをフラッシュメモリ、スロット0、また
は外部TFTPサーバに保存できます。これらのファイルをシステムロケーションに保存するこ
とはできません。ユーザ定義のロケールはすべての電話機に割り当てることも、個々の電話機

に割り当てることもできます。

ユーザーロケール用ユーザー定義言語コードは、ISO 639コードに基づきます。これは、
http://www.loc.gov/standards/iso639-2/のアメリカ議会図書館のWebサイトから入手できます。
ネットワークロケールのユーザ定義の国コードは ISO 3166コードに基づいています。

構成情報については、ユーザー定義のロケールのインストール（11ページ）を参照してくだ
さい。
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電話機の表示のローカリゼーションサポート

Cisco Unified IP Phone 8961、9951、および 9971では、IP Phoneのタイプ（.jar）用のロケール
ファイルまたは Cisco Unified CMEのディクショナリファイルによって管理されるメニューと
プロンプトがローカライズされます。Cisco IOSコマンドによって設定された表示オプション
はローカライズされません。

次の表示項目が、IP Phone（.jarファイル）によってローカライズされます。

•機能ボタンでアクセスされるシステムメニュー（たとえば、メッセージ、ディレクトリ、
サービス、設定、情報）

•コール処理メッセージ

•ソフトキー（Redialや CFwdALLなど）

次の表示項目は、Cisco Unified CMEのディクショナリファイルによってローカライズされま
す。

•ディレクトリサービス（ローカルディレクトリ、ローカル短縮ダイヤル、および個人短
縮ダイヤル）

•ステータス行

Cisco IOSコマンドによって設定された表示オプションはローカライズされず、英語だけで表
示できます。たとえば、次のような機能が含まれます。

•発信者 ID

•ヘッダーバー

•電話ラベル

•システムメッセージ

複数のロケール

Cisco Unified CME 8.6以降のバージョンでは、最大 5つのユーザロケールおよびネットワーク
ロケールを指定し、ephoneテンプレートを使用して複数のロケールを個々の ephoneまたは
ephoneのグループに割り当てることができます。たとえば、電話機A、B、および Cにフラン
ス語を指定し、電話機D、E、および Fにドイツ語を指定し、電話機G、H、および Iに英語を
指定することができます。ユーザー 1人とネットワークロケール 1つのみを各電話機に適用で
きます。

マルチロケールシステムで定義できる5つのユーザロケールおよびネットワークロケールは、
それぞれがロケールタグによって識別されます。タグ0で識別されるロケールは常にデフォル
トロケールです。サポートされる任意のロケールをこのデフォルトとして定義できます。たと

えば、JP（日本語）をユーザロケール 0として定義する場合、すべての電話機のデフォルト
ユーザロケールが JPになります。タグ 0のロケールを指定しなかった場合、デフォルトはUS
（米国）です。
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代替のロケールを複数の電話機に割り当てるには、電話機ごとに構成ファイルを使用して各電

話機の構成ファイルを作成する必要があります。構成ファイルでは、自動的にデフォルトの

user-locale 0および network-locale 0が使用されます。代替のロケールコードを設定し、ロケー
ルを個々の ephoneに割り当てる ephoneテンプレートを作成することによって、個々の電話機
に対してこれらのデフォルトを上書きすることができます。

構成情報については、SCCP電話機での複数のロケールの構成（19ページ）を参照してくだ
さい。

Cisco Unified SCCP IP Phoneの Locale Installer
Cisco Unified CME 7.0(1)よりも前のバージョンでは、ローカリゼーションの設定に最大 16の
手順が必要でした。そのほとんどが手動で、一部ではファイル名の変更が必要でした。

Cisco Unified CME 7.0(1)以降のバージョンでは、ロケールのインストールで次の点が改善され
ました。

•すべての SCCP IP Phoneに対して 1つの手順をサポートするロケールインストーラ。

• Cisco Unified CMEでは、新しいファームウェアロードテキストファイルが解析され、自
動的にローカリゼーション用のTFTPエイリアスが作成されて、TARファイル内のファイ
ル用に最大5つのエイリアスを手動で作成するという要件が不要。この機能をCiscoUnified
Cisco Mobility Express 7.0(1)で使用するには、すべての電話機タイプ向けの電話機ファー
ムウェアバージョン 8-2-2以降用の loadコマンド構成時に、ファイルのサフィックスを含
む完全なファイル名を使用する必要があります。例：

Router(config-telephony)# load 7941 SCCP41.8-3-3S.loads

Cisco Unified CME 4.3以前のバージョンでは、Cisco ATAと Cisco Unified IP Phone 7905お
よび 7912を除く電話機タイプに対して、ファイルのサフィクスを含めないでください。
例：

Router(config-telephony)# load 7941 SCCP41.8-2-2SR2S

（注）

• Cisco Unified CME 7.0以前のバージョンのコンフィギュレーション方式との下位互換性。

構成情報については、CiscoUnified CiscoMobility Express 7.0(1)以降のバージョンでのロケール
インストーラの使用（15ページ）を参照してください。

Cisco Unified SIP IP Phoneの Locale Installer
Cisco Unified CME 9.0以降のバージョンでは、Cisco Unified SIP IP Phoneのロケールをインス
トールするための次の機能拡張がサポートされます。

•すべての Cisco Unified SIP IP Phoneに対して 1つの手順をサポートするロケールインス
トーラ。
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•新しい loadキーワード。Cisco Unified SIP IP電話機のすべての種類に対して、user-locale
コマンドを構成する際に、ファイルのサフィックス（.tar）を含む完全なファイル名を使
用するために必要です。コマンドシンタックスは、user-locale [user-locale-tag]
{[user-defined-code] country-code} [load TAR-filename]です。たとえば、

Router(config-register-global)#user-locale 2 DE load
CME-locale-de_DE-German-8.6.3.0.tar

ロケールインストーラを使用する場合は、手動コンフィギュレーションを実行する必要があり

ません。その代わり、権限付き EXEC構成モードで copyコマンドを使用して、ロケールファ
イルをコピーします。

Cisco Unified CMEルータにロケールファイルを保存するときに、ロケールファイルを
/itsディレクトリ（flash:/itsまたは slot0:/its）にコピーする必要があります。

（注）

たとえば、

Router# copy tftp://12.1.1.100/CME-locale-de_DE-German-8.6.3.0.tar
flash:/its

構成情報については、Cisco Unified Cisco Mobility Express 9.0以降のバージョンでのロケールイ
ンストーラの使用（27ページ）を参照してください。

SCCP電話機のローカライゼーションサポートの構成

CiscoUnifiedIPPhone6921、6945、7906、7911、7921、7931、7941、7961、
7970、7971および Cisco IP Communicator用のシステム定義ロケールの
インストール

ネットワークロケールファイルを使用すると、IPPhoneで、指定された国に適したネットワー
クトーンを再生できます。サポートする国用のトーンファイルをダウンロードしてインストー

ルする必要があります。

ユーザロケールファイルを使用すると、IP Phoneで指定された言語のメニューおよびプロン
プトを表示できます。サポートする各言語の JARファイルおよびディクショナリファイルを
ダウンロードしてインストールする必要があります。

システム定義のロケールのロケールファイルをダウンロードしてインストールするには、次の

手順を実行します。

ローカリゼーションサポート
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ロケールインストーラを使用すると、Cisco Unified CME 7.0(1)以降のバージョンでシス
テム定義およびユーザ定義のロケールのインストールおよびコンフィギュレーションが

簡略化されます。Cisco Unified Cisco Mobility Express 7.0(1)以降のバージョンで、ロケー
ルインストーラーを使用するには、「CiscoUnifiedCiscoMobility Express 7.0(1)以降のバー
ジョンでのロケールインストーラの使用（15ページ）」を参照してください。

ヒント

• SIP電話機では、ローカリゼーションがサポートされません。

•日本語とロシア語のディレクトリファイルを除いて、電話機のファームウェア、構
成ファイル、およびロケールファイルを同じディレクトリに保存する必要がありま

す。日本語とロシア語の場合はフラッシュメモリに保存する必要があります。

制約事項

始める前に

• Cisco Unified CME 4.0(2)以降のバージョン。

•「SCCP電話機用電話機別構成ファイルと代替ロケーションの定義」で説明されているよ
うに電話機ごとに構成ファイルを作成する必要があります。

•ロケールファイルをダウンロードするには、Cisco.comのアカウントがあること。

ステップ 1 http://www.cisco.com/cgi-bin/tablebuild.pl/CME-Localeにアクセスします。

SoftwareDownloadCenterにアクセスするには、Cisco.comのアカウントが必要です。アカウントをお持ち
でない場合や、ユーザ名やパスワードを忘れた場合は、ログインダイアログボックスで適切なボタンを

クリックし、表示される説明に従ってください。

ステップ 2 [ダウンロードホーム（Downloads Home）] > [製品（Products）] > [Unified Communications] > [呼制御
（Call Control）]> [ミッドマーケット呼制御（Mid-Market Call Control）]> [Cisco Unified Communications
Manager Express]> [Unified Communications Manager Express個別ファイル一式（Unified Communications
Manager Express Individual File Set）]の順に選択し、お使いの Cisco Unified Cisco Mobility Expressバー
ジョンを選択します。

ステップ 3 インストールするロケールの TARファイルを選択します。各 TARファイルには言語および国に一意の
ロケールファイルが含まれており、CME-locale-language_country-CMEversionの命名規則が使用されてい
ます。

例：

たとえば、CME-locale-de_DE-4.0.2-2.0は Cisco Unified CME 4.0(2)用のドイツ語（ドイツ）です。

ステップ 4 TARファイルを、Cisco Unified CMEルータからアクセス可能な TFTPサーバにダウンロードします。各
ファイルには、該当するバージョンのCisco Unified CMEでサポートされるすべての電話機タイプに必要
なすべてのファームウェアが含まれています。

ローカリゼーションサポート

7

ローカリゼーションサポート

Cisco Unified IP Phone 6921、6945、7906、7911、7921、7931、7941、7961、7970、7971および Cisco IP Communicator用のシステム定義ロケールの
インストール

cmeadm_chapter7.pdf#nameddest=unique_254
http://www.cisco.com/cgi-bin/tablebuild.pl/CME-Locale


ステップ 5 archive tarコマンドを使用して、ファイルをフラッシュメモリ、スロット 0または外部 TFTPサーバー
に展開します。

例：

Router# archive tar /xtract source-urlflash:/file-url

例：

たとえば、CME-locale-de_DE-4.0.2-2.0.tarの内容を TFTPサーバ 192.168.1.1からルータのフラッシュメ
モリに展開するには、次のコマンドを使用します。

Router# archive tar /xtract tftp://192.168.1.1/cme-locale-de_DE-4.0.2-2.0.tar
flash:

ステップ 6 ファイル名に使用されるコードの説明およびサポートされるディレクトリ名のリストについては、表 2 :
ロケール JARファイルの電話機タイプコード（8ページ）および表 3 :システム定義のユーザロケー
ルとネットワークロケール（9ページ）を参照してください。

電話機タイプごとに、次の命名規則を使用した JARファイルがあります。

language-phone-sccp.jar

例：

たとえば、de-td-sccp.jarは Cisco Unified IP Phone 7970用のドイツ語です。

また、各 TARファイルには、国独自のネットワークトーンおよび断続周期のファイル g3-tones.xmlが含
まれます。

表 2 :ロケール JARファイルの電話機タイプコード

電話コード電話タイプ

rtl6921

rtl6945

tc7906/7911

gp7931

mk7941/7961

td7970/7971

gh8941/8945

ipcCIPC
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表 3 :システム定義のユーザロケールとネットワークロケール

ネットワークロケールの

ディレクトリ名

国番号ユーザロケールの

ディレクトリ名

言語コード言語

United_StatesUSEnglish_United_States1en英語

United_KingdomUKEnglish_United_Kingdom

カナダCA

デンマークDKDanish_Denmarkdkデンマーク語

オランダNLDutch_Netherlandsnlオランダ語

フランスFRFrench_Francefrフランス語

カナダCA

ドイツDEGerman_Germanydeドイツ語

オーストリアAT

スイスCH

イタリアITItalian_Italyitイタリア語

日本JPJapanese_JapanjpCisco Unified IP
Phone 7905、7912、
7940、7960では、
日本語2

ノルウェーNONorwegian_Norway×ノルウェー語

ポルトガルPTPortuguese_Portugalptポルトガル語

Russian_FederationRURussian_Russiaruロシア語

スペインESSpanish_Spainesスペイン語

スウェーデンSESwedish_Sweden表示されるスウェーデン語

1英語（米国）がデフォルトの言語です。別の言語を電話機に割り当て、英語の再割り当を

行わない場合は、米国英語の JARファイルのインストールは不要です。
2のカタカナがサポートされています。漢字は Cisco Unified IP Phone 7911、7941、7961、
7970および 7971でサポートされます。

ステップ 7 CiscoUnified CMEルータ上のフラッシュメモリまたはスロット 0にロケールファイルを保存する場合、
次の形式でユーザロケール（テキスト表示）およびネットワークロケール（トーン）の TFTPエイリア
スを作成します。
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例：

Router(config)# tftp-server flash:/jar_filealias directory_name/td-sccp.jar

Router(config)# tftp-server flash:/g3-tones.xml aliasdirectory_name/g3-tones.xml

表 3 :システム定義のユーザロケールとネットワークロケール（9ページ）に示した該当するディレ
クトリ名を使用し、JARファイル名から 2文字の言語コードを削除します。たとえば、Cisco Unified IP
Phone 7970用のドイツ語（ドイツ）の TFTPエイリアスは次のようになります。

Router(config)# tftp-server flash:/de-td-sccp.jar alias German_Germany/td-sccp.jar

Router(config)# tftp-server flash:/g3-tones.xml alias Germany/g3-tones.xml

Cisco 3800シリーズルータでは、ディレクトリ名に /itsを含める必要があります（flash:/its or
slot0:/its）。たとえば、Cisco Unified IP Phone 7970用のドイツ語の TFTPエイリアスは、Router#
tftp-server flash:/its/de-td-sccp.jar alias German_Germany/td-sccp.jarです。

（注）

ステップ 8 外部 TFTPサーバにロケールファイルを保存する場合は、TFTPルートディレクトリの下に各ユーザお
よびネットワークロケール用のディレクトリを作成します。

表 3 :システム定義のユーザロケールとネットワークロケール（9ページ）に示した該当するディレ
クトリ名を使用し、JARファイル名から 2文字の言語コードを削除します。

例：

たとえば、Cisco Unified IP Phone 7970用のドイツ語のユーザロケールディレクトリおよびドイツのネッ
トワークロケールディレクトリは次のようになります。

TFTP-Root/German_Germany/td-sccp.jar TFTP-Root/Germany/g3-tones.xml

ステップ 9 ロシア語および日本語の場合は、UTF8ディクショナリファイルをフラッシュメモリにコピーして、特
別な句を使用する必要があります。

•これらのロケールにはフラッシュメモリだけを使用できます。ロシア語の場合は、
russian_tags_utf8_phrases、日本語の場合は Japanese_tags_utf8_phrasesをコピーします。

• user-locale jpおよび user-locale ruコマンドを使用して、Cisco Unified Cisco Mobility Expressに UTF8
フレーズをロードします。

ステップ 10 電話機にロケールを割り当てます。すべての電話機にデフォルトのロケールをセットし、telephony-service
構成モードで、user-localeおよび network-localeコマンドを使用します。

ステップ 11 複数のユーザーまたはネットワークロケールをサポートするには、「SCCP電話機での複数のロケールの
構成（19ページ）」を参照してください。

ステップ 12 create cnf-filesコマンドを使用して、構成ファイルを再構築します。

ステップ 13 resetコマンドを使用すると、電話機をリセットでき、ローカライズされた表示を確認できます。
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ユーザー定義のロケールのインストール

システムで事前定義されていないロケールの場合は、XMLファイルをダウンロードする必要
があります。最大5つのユーザ定義ロケールファイルをインストールして電話機で使用するに
は、次の手順を実行します。

Cisco Unified Cisco Mobility Express 10.5リリース以降、システム定義ロケールは廃止さ
れ、ユーザー定義ロケールが推奨されます。ただし、古いロケールパッケージは引き続

き使用できますが、一部のフレーズが英語で表示される場合があります。

（注）

•ユーザ定義のロケールは、Cisco Unified IP Phone 7920または 7936ではサポートされ
ません。

•構成ファイルのロケーションが「system:」の場合、有効化定義ロケールはサポート
されません。

• telephony-service setupコマンドからセットアップツールを使用して、電話機をプロ
ビジョニングする場合、選択できるのは、デフォルトユーザロケールおよびネット

ワークロケールのみで、システムでサポートされているロケールコードの選択は限ら

れます。セットアップツールで複数のロケールまたはユーザ定義のロケールを使用

することはできません。

•ユーザー定義ロケールを使用する場合、電話機は通常、「Cisco/Personal Directory」
および「Speed Dial/Fast Dial」などの Cisco Unified Cisco Mobility Expressが介入する
文字列以外のユーザー定義フォントを使用して、テキストを表示します。

制約事項

始める前に

• Cisco Unified CME 4.0(3)以降のバージョン。

•「SCCP電話機用電話機別構成ファイルと代替ロケーションの定義」で説明されているよ
うに電話機ごとに構成ファイルを作成する必要があります。

•ロケールファイルをダウンロードするには、Cisco.comのアカウントがあること。

ステップ 1 http://www.cisco.com/cgi-bin/tablebuild.pl/CME-Localeにアクセスします。

SoftwareDownloadCenterにアクセスするには、Cisco.comのアカウントが必要です。アカウントをお持ち
でない場合や、ユーザ名やパスワードを忘れた場合は、ログインダイアログボックスで適切なボタンを

クリックし、表示される説明に従ってください。

ステップ 2 [ダウンロードホーム（Downloads Home）] > [製品（Products）] > [Unified Communications] > [呼制御
（Call Control）]> [ミッドマーケット呼制御（Mid-Market Call Control）]> [Cisco Unified Communications
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Manager Express]> [Unified Communications Manager Express個別ファイル一式（Unified Communications
Manager Express Individual File Set）]の順に選択し、お使いの Cisco Unified Cisco Mobility Expressバー
ジョンを選択します。

ステップ 3 インストールするロケールの TARファイルを選択します。各 TARファイルには、指定言語と国用のロ
ケールファイルが含まれ、Cisco Mobility Express-locale-language_country-Cisco Mobility
Expressversion-fileversionの命名規則が使用されています。

例：

たとえば、CME-locale-zh_CN-4.0.3-2.0は Cisco Unified CME 4.0(3)用の中国語（中国繁体字）です。

ステップ 4 TARファイルを、Cisco Unified CMEルータからアクセス可能な TFTPサーバにダウンロードします。各
ファイルには、該当するバージョンのCisco Unified CMEでサポートされるすべての電話機タイプに必要
なすべてのファームウェアが含まれています。

ステップ 5 archive tarコマンドを使用して、ファイルをスロット 0、フラッシュメモリ、または外部TFTPサーバー
に展開します。

例：

Router# archive tar /xtract source-urlflash:/file-url

たとえば、CME-locale-zh_CN-4.0.3-2.0.tarの内容を TFTPサーバ 192.168.1.1からルータのフラッシュメ
モリに展開するには、次のコマンドを使用します。

Router# archive tar /xtract tftp://192.168.1.1/cme-locale-zh_CN-4.0.3-2.0.tar
flash:

ステップ 6 Cisco Unified IP Phone 7905、7912、7940、または 7960の場合は、ステップ 11（14ページ）に進みま
す。Cisco Unified IP Phone 7911、7941、7961、7970、または 7971の場合は、ステップ 7（12ページ）
に進みます。

ステップ 7 各電話機タイプには language-type-sccp.jarの命名規則を使用した JARファイルがあります。

例：

たとえば、zh-td-sccp.jarは Cisco Unified IP Phone 7970用の中国語（繁体字）です。

ファイル名に使用されるコードの説明については、表 4 :ロケールファイルの電話機タイプコード（12
ページ）および表 5 :ユーザ定義ロケールの言語コード（13ページ）を参照してください。

表 4 :ロケールファイルの電話機タイプコード

コード電話タイプ

rtl6921

rtl6945

tc7906/7911

gp7931

mk7941/7961

td7970/7971
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コード電話タイプ

gh8941/8945

ipcCIPC

表 5 :ユーザ定義ロケールの言語コード

言語コード言語

bgブルガリア語

zh3中国語

hrクロアチア語

csチェコ共和国

fiフィンランド語

elギリシャ語

huハンガリー語

ko韓国語

plポーランド語

ptポルトガル語（ブラジ

ル）

roルーマニア語

srセルビア語

skスロバキア語

slスロベニア語

trトルコ語

3 Cisco Unified IP Phone 7931の場合、中国語（簡体字）コードは、chsで中国語（繁体字）
コードは chtです。

ステップ 8 Cisco Unified CMEルータ上のフラッシュメモリまたはスロット 0にロケールファイルを保存する場合
は、次の形式で TFTPエイリアスを作成します。

例：

Router(config)# tftp-server flash:/jar_filealias directory_name/td-sccp.jar

JARファイル名から 2文字の言語コードを削除し、次の表記法で、サポートされる 5文字のディレクト
リ名のいずれかを使用します。
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user_define_number。ここでは numberは 1～ 5です

たとえば、Cisco Unified IP Phone 7970の中国語のエイリアスは次のようになります。

Router(config)# tftp-server flash:/zh-td-sccp.jar alias user_define_1/td-sccp.jar

Cisco 3800シリーズルータでは、ディレクトリ名に /itsを含める必要があります（flash:/its or
slot0:/its）。たとえば、Cisco Unified IP Phone 7970用の中国語の TFTPエイリアスは次のように
なります。

Router(config)# tftp-server flash:/its/zh-td-sccp.jar alias user_define_1/td-sccp.jar

（注）

ステップ 9 外部 TFTPサーバにロケールファイルを保存する場合は、TFTPルートディレクトリの下にディレクト
リを作成します。

JARファイル名から 2文字の言語コードを削除し、次の表記法で、サポートされる 5文字のディレクト
リ名のいずれかを使用します。

user_define_number。ここでは numberは 1～ 5です

例：

たとえば、Cisco Unified IP Phone 7970の中国語の場合、JARファイル名から「zh」を削除し、TFTPサー
バーの TFTP-Rootの下に「user_define_1」ディレクトリを作成します。

TFTP-Root/user_define_1/td-sccp.jar

ステップ 10 「ステップ 13（15ページ）」に進みます。

ステップ 11 選択したロケールおよび電話機のタイプに応じて、次の1つまたは複数のXMLファイルをダウンロード
します。必要なすべてのファイルが JARファイルに含まれています。

例：

7905-dictionary.xml
7905-font.xml
7905-kate.xml
7920-dictionary.xml
7960-dictionary.xml
7960-font.xml
7960-kate.xml
7960-tones.xml
SCCP-dictionary.utf-8.xml
SCCP-dictionary.xml

ステップ 12 これらのファイルの名前を変更し、フラッシュメモリ、スロット 0、または外部 TFTPサーバにコピー
します。user_define_number_filenameという形式を使用してファイル名を変更します。ここでは、number
は 1～ 5です。

例：

たとえば、最初のユーザロケールをセットアップする場合、次の名前を使用します。

user_define_1_7905-dictionary.xml
user_define_1_7905-font.xml
user_define_1_7905-kate.xml
user_define_1_7920-dictionary.xml
user_define_1_7960-dictionary.xml
user_define_1_7960-font.xml
user_define_1_7960-kate.xml
user_define_1_7960-tones.xml
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user_define_1_SCCP-dictionary.utf-8.xml
user_define_1_SCCP-dictionary.xml

ステップ 13 language_tags_fileと language_utf8_tags_fileを別のロケールファイルがある場所（フラッシュメモリ、ス
ロット 0または TFTPサーバー）にコピーします。ファイル名を user_define_number_tags_fileと
user_define_number_utf8_tags_fileにそれぞれ変更します。ここでは、numberは 1～ 5で、ユーザー定義
ディレクトリと一致します。

ステップ 14 電話機にロケールを割り当てます。「SCCP電話機での複数のロケールの構成（19ページ）」を参照し
てください。

ステップ 15 create cnf-filesコマンドを使用して、構成ファイルを再構築します。

ステップ 16 resetコマンドを使用すると、電話機をリセットでき、ローカライズされた表示を確認できます。

Cisco Unified Cisco Mobility Express 7.0(1)以降のバージョンでのロケー
ルインストーラの使用

SCCP電話機を Cisco Unified CMEで使用するためにロケールファイルをインストールして設
定するには、次の手順を実行します。

Cisco Unified CME 7.0(1)には、Cisco Unified CME 4.3/7.0以前のバージョンとの下位互換
性があります。以前の Cisco Unified CiscoMobility Expressバージョンと同じ優先設定を使
用するには、「CiscoUnified IPPhone 6921、6945、7906、7911、7921、7931、7941、7961、
7970、7971および Cisco IP Communicator用のシステム定義ロケールのインストール（6
ページ）」を参照してください。

ヒント
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•外部 TFTPサーバを使用する場合は、手動でルートディレクトリにユーザロケール
フォルダを作成する必要があります。これは TFTPサーバの制限事項です。

•ロケールのサポートは、Cisco Unified CMEでサポートされる電話機のファームウェ
アバージョンに制限されます。

•ユーザ定義のロケールは、Cisco Unified IP Phone 7920または 7936ではサポートされ
ません。

•構成ファイルのロケーションが「system:」の場合、有効化定義ロケールはサポート
されません。

• telephony-service setupコマンドからセットアップツールを使用して、電話機をプロ
ビジョニングする場合、選択できるのは、デフォルトユーザロケールおよびネット

ワークロケールのみで、システムでサポートされているロケールコードの選択は限ら

れます。セットアップツールで複数のロケールまたはユーザ定義のロケールを使用

することはできません。

•ユーザー定義ロケールを使用する場合、電話機は通常、「Cisco/Personal Directory」
および「Speed Dial/Fast Dial」などの Cisco Unified Cisco Mobility Expressが介入する
文字列以外のユーザー定義フォントを使用して、テキストを表示します。

•国コード U1～ U5を使用してユーザ定義のロケールをインストールおよび設定して
から、同じラベルを使用する新しいロケールをインストールした場合は、電話機をリ

セットしても最初の言語ロケールのままになります。これは IP Phoneの制限事項で
す。この制限を回避するには、別の国コードを使用して新しいパッケージを設定する

必要があります。

•ユーザ定義の各国コード（U1～ U5）は、一度に 1つの user-locale-tagだけに使用で
きます。例：

Router(config-telephony)# user-locale 2 U2 load Finnish.pkg
Router(config-telephony)# user-locale 1 U2 load Chinese.pkg
LOCALE ERROR: User Defined Locale U2 already exists on locale index 2.

制約事項

始める前に

• Cisco Unified CME 7.0(1)以降のバージョン。

•各電話機の構成ファイル用にCiscoUnifiedCMEを設定する必要があります。「SCCP電話
機用電話機別構成ファイルと代替ロケーションの定義」を参照してください。

• cnf-file locationコマンドによって指定された格納場所がフラッシュメモリの場合、ローカ
ル TARファイルの内容を展開するために十分な領域がフラッシュファイルシステムに存
在している必要があります。

•ロケールファイルをダウンロードするには、Cisco.comのアカウントがあること。
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ステップ 1 http://www.cisco.com/cgi-bin/tablebuild.pl/CME-Localeにアクセスします。

Software Download Centerにアクセスするには、Cisco.comのアカウントが必要です。アカウントをお持ち
でない場合や、ユーザ名やパスワードを忘れた場合は、ログインダイアログボックスで適切なボタンをク

リックし、表示される説明に従ってください。

ステップ 2 [ダウンロードホーム（Downloads Home）]> [製品（Products）]> [Unified Communications]> [呼制御（Call
Control）] > [ミッドマーケット呼制御（Mid-Market Call Control）] > [Cisco Unified Communications
Manager Express] > [Unified Communications Manager Express個別ファイル一式（Unified Communications
Manager Express Individual File Set）]の順に選択し、お使いのCiscoUnified CiscoMobility Expressバージョ
ンを選択します。

ステップ 3 インストールするロケールの TARファイルを選択します。各 TARファイルには言語および国に一意のロ
ケールファイルが含まれており、CME-locale-language_country-CMEversionの命名規則が使用されています。

例：

たとえば、CME-locale-de_DE-7.0.1.0は Cisco Unified CME 7.0(1)用のドイツ語（ドイツ）です。

ステップ 4 cnf-file location コマンドが以前に指定したロケーションにTARファイルをダウンロードします。各ファイ
ルには、該当するバージョンのCiscoUnifiedCMEでサポートされるすべての電話機タイプに必要なすべて
のファームウェアが含まれています。

a) cnf-fileの場所がフラッシュメモリの場合：TARファイルを flash:/itsディレクトリにコピーします。
b) cnf-fileの場所が slot0の場合：TARファイルを slot0:/itsディレクトリにコピーします。
c) cnf-fileの場所が tftpの場合：次の形式を使用して TFTPサーバーのルートディレクトリにフォルダを
作成し、TFTP-Rootフォルダに TARファイルをコピーします。TFTP-Root/TAR-filename

例：

システム定義のロケールの場合は、表 6 :システム定義およびユーザ定義のロケール （18ページ）に
示すロケールフォルダ名を使用します。たとえば、次のように、システム定義のドイツ語用のフォル

ダを作成します。

TFTP-Root/de_DE-7.0.1.0.tar

最大 5つのユーザー定義のロケールの場合、表 6 :システム定義およびユーザ定義のロケール （18
ページ）で示すようにUser_Define_nフォルダ名を使用します。ユーザ定義のロケールとは、Cisco IOS
ソフトウェアで事前に定義されているシステム定義のロケール以外の言語です。たとえば、次のよう

に、ユーザ定義のロケールの中国語（User_Define_1）用フォルダを作成します。

TFTP-Root/CME-locale-zh_CN-7.0.1.0.tar

Cisco Unified Cisco Mobility Expressでサポートされているユーザー定義言語のリストについて
は、「Cisco Unified CiscoMobility Expressローカライゼーションマトリックス」を参照してく
ださい。

（注）
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表 6 :システム定義およびユーザ定義のロケール

国番号ロケールフォルダ名言語

USEnglish_United_States英語

UKEnglish_United_Kingdom

CA

DKDanish_Denmarkデンマーク語

NLDutch_Netherlandsオランダ語

FRFrench_Franceフランス語

CA

DEGerman_Germanyドイツ語

AT

CH

ITItalian_Italyイタリア語

JPJapanese_JapanCisco Unified IP Phone 7905、
7912、7940、7960では、日本語4

NONorwegian_Norwayノルウェー語

PTPortuguese_Portugalポルトガル語

RURussian_Russiaロシア語

ESSpanish_Spainスペイン語

SESwedish_Swedenスウェーデン語

Un2User_Define_n2Un 5

4のカタカナがサポートされています。漢字は Cisco Unified IP Phone 7911、7941、7961、7970およ
び 7971でサポートされます。

5ここで、nは 1～ 5の数字です。

ステップ 5 user-locale [user-locale-tag] country-codeload TAR-filenameをtelephony-service構成モードで使用して、TAR
ファイルのコンテンツを抽出します。国コードについては、表6 :システム定義およびユーザ定義のロケー
ル （18ページ）を参照してください。

例：

たとえば、U1がユーザ定義のロケール Chinese（User_Define_1）の国コードの場合、
CME-locale-zh_CN-7.0.1.0.tarファイルの内容を展開するには、次のコマンドを使用します。
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Router (telephony-service)# user-locale U1 load CME-locale-zh_CN-7.0.1.0.tar

ステップ 6 電話機にロケールを割り当てます。「SCCP電話機での複数のロケールの構成（19ページ）」を参照して
ください。

ステップ 7 create cnf-files コマンドを使用して、構成ファイルを再構築します。

ステップ 8 resetコマンドを使用すると、電話機をリセットでき、ローカライズされた表示を確認できます。

ユーザー定義ロケールの確認

「SCCP電話機での複数のロケールの確認（23ページ）」を参照してください。

SCCP電話機での複数のロケールの構成
デフォルトのユーザおよびネットワークロケールに対して1つまたは複数の代替ロケールを定
義し、個々の電話機に割り当てるには、次の手順を実行します。

• Cisco Unified IP Phone 7902G、7910、7910G、または 7920、あるいは Cisco Unified IP
Conference Stations 7935および 7936では、複数のユーザロケールおよびネットワー
クロケールがサポートされません。

• telephony-service setupコマンドから電話機をプロビジョニングするためのセットアッ
プツールを使用する場合、選択できるのはデフォルトのユーザーロケールおよびネッ

トワークロケールだけで、システムで事前に定義されるロケールコードを選択する必

要があります。セットアップツールで複数のロケールまたはユーザ定義のロケール

を使用することはできません。

制約事項

始める前に

• Cisco Unified CME 4.0以降のバージョン。

• Cisco Unified CMEシステム内の個々の電話機に代替ユーザロケールおよびネットワーク
ロケールを指定するには、電話機ごとの構成ファイルを使用する必要があります。詳細に

ついては、SCCP電話機用電話機別構成ファイルと代替ロケーションの定義を参照してく
ださい。

•また、適切なXMLファイルをダウンロードした後、ユーザ定義のロケールコードを代替
ロケールとして使用することもできます。「ユーザー定義のロケールのインストール（11
ページ）」を参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
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3. telephony-service
4. user-locale [user-locale-tag] {[user-defined-code] country-code}
5. network-locale network-locale-tag [user-defined-code] country-code

6. create cnf-files
7. exit
8. ephone-template template-tag

9. user-locale user-locale-tag

10. network-locale network-locale-tag

11. exit
12. ephone phone-tag

13. ephone-template template-tag

14. exit
15. telephony-service
16. reset {all [time-interval]| cancel | mac-address mac-address | sequence-all}
17. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

telephony-serviceコンフィギュレーションモードを
開始します。

telephony-service

例：

ステップ 3

Router(config)# telephony-service

電話機の表示用言語を指定します。user-locale [user-locale-tag] {[user-defined-code]
country-code}

ステップ 4

• user-locale-tag—ロケールにロケール識別子を
割り当てます。範囲は 0～ 4です。デフォル例：

ト：[0]。この引数は、デフォルト（0）以外の
一部のロケールを定義する場合に必要です。

Router(config-telephony)# user-locale 1 U1 ZH

• user-defined-code—（オプション）ユーザー定
義のコードの1つを特定の国コードに割り当て
ます。有効なコードは、U1、U2、U3、U4お
よび U5です。

• country-code— ?と入力すると、システム定義
コードのリストが表示されます。デフォルト：

US（米国）。有効な任意の ISO 639コードを

ローカリゼーションサポート
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目的コマンドまたはアクション

ユーザ定義コード（U1～U5）に割り当てるこ
とができます。

トーンおよび断続周期の国を指定します。network-locale network-locale-tag [user-defined-code]
country-code

ステップ 5

• network-locale-tag—ロケール識別子を国コード
に割り当てます。範囲は0～4です。デフォル例：

ト：[0]。この引数は、デフォルト（0）以外の
一部のロケールを定義する場合に必要です。

Router(config-telephony)# network-locale 1 FR

• user-defined-code—（オプション）ユーザー定
義のコードの1つを特定の国コードに割り当て
ます。有効なコードは、U1、U2、U3、U4お
よび U5です。

• country-code— ?と入力すると、システム定義
コードのリストが表示されます。デフォルト：

US（米国）。有効な任意の ISO 3166コードを
ユーザ定義コード（U1～U5）に割り当てるこ
とができます。

IP Phoneで必要とされる XML構成ファイルを構築
します。ユーザロケールまたはネットワークロケー

create cnf-files

例：

ステップ 6

ルなどの構成ファイルパラメータを更新した後、

このコマンドを使用します。
Router(config-telephony)# create cnf-files

telephony-serviceコンフィギュレーションモードを
終了します。

exit

例：

ステップ 7

Router(config-telephony)# exit

ephoneテンプレートコンフィギュレーションモー
ドを開始します。

ephone-template template-tag

例：

ステップ 8

• template-tag—構成タスク中にこのテンプレー
トを識別する一意のシーケンス番号。

Router(config)# ephone template 1

ユーザロケールをこの ephoneテンプレートに割り
当てます。

user-locale user-locale-tag

例：

ステップ 9

• user-locale-tag—ステップ 4（20ページ）で
作成されたロケールタグ。範囲は0～4です。

Router(config-ephone-template)# user-locale 2

ネットワークロケールをこの ephoneテンプレート
に割り当てます。

network-locale network-locale-tag

例：

ステップ 10

ローカリゼーションサポート

21

ローカリゼーションサポート

SCCP電話機での複数のロケールの構成



目的コマンドまたはアクション

Router(config-ephone-template)# network-locale 2 • network-locale-tag—ステップ 5（21ページ）
で作成されたロケールタグ。範囲は 0～ 4で
す。

ephoneテンプレートコンフィギュレーションモー
ドを終了します。

exit

例：

ステップ 11

Router(config-ephone-template)# exit

ephoneコンフィギュレーションモードを開始しま
す。

ephone phone-tag

例：

ステップ 12

• phone-tag—構成タスク中にこの ephoneを識別
する一意のシーケンス番号。

Router(config)# ephone 36

ephoneテンプレートを ephoneに適用します。ephone-template template-tag

例：

ステップ 13

• template-tag—この ephoneに適用するテンプ
レートの数。Router(config-ephone)# ephone-template 1

ephoneコンフィギュレーションモードを終了しま
す。

exit

例：

ステップ 14

Router(config-ephone)# exit

telephony-serviceコンフィギュレーションモードを
開始します。

telephony-service

例：

ステップ 15

Router(config)# telephony-service

DHCPサーバおよび TFTPサーバへの接続を含め
て、コンフィギュレーション情報を最新にするた

reset {all [time-interval]| cancel | mac-address
mac-address | sequence-all}

例：

ステップ 16

め、すべての電話機または指定された電話機の完全

なリブートを実行します。Router(config-telephony)# reset all

• all—Cisco Unified CiscoMobility Expressシステ
ムのすべての電話機。

• time-interval—（オプション）各電話機のリセッ
ト間の秒単位の間隔。範囲は 0～ 60です。デ
フォルトは 15です。

• cancel— reset sequence-all コマンドで開始され
た連続するリセットサイクルを中断します。

• mac-address mac-address—特定の電話機。

• sequence-all— 1台の電話機の登録後に次の電
話機のリセットを開始することで、必ず一度に

1台ずつ、すべての電話機をリセットします。
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 17

Router(config-telephony)# end

SCCP電話機での複数のロケールの確認

ステップ 1 show telephony-service tftp-bindingsコマンドを使用して、ディレクトリ、言語、およびトーン構成ファイ
ルなどの TFTPを使用する IP Phoneにアクセス可能な構成ファイルの一覧を表示します。

例：

Router(config)# show telephony-service tftp-bindings

tftp-server system:/its/SEPDEFAULT.cnf
tftp-server system:/its/SEPDEFAULT.cnf alias SEPDefault.cnf
tftp-server system:/its/XMLDefault.cnf.xml alias XMLDefault.cnf.xml
tftp-server system:/its/ATADefault.cnf.xml
tftp-server system:/its/XMLDefault7960.cnf.xml alias SEP00036B54BB15.cnf.xml
tftp-server system:/its/germany/7960-font.xml alias German_Germany/7960-font.xml
tftp-server system:/its/germany/7960-dictionary.xml alias German_Germany/7960-dictionary.xml
tftp-server system:/its/germany/7960-kate.xml alias German_Germany/7960-kate.xml
tftp-server system:/its/germany/SCCP-dictionary.xml alias German_Germany/SCCP-dictionary.xml
tftp-server system:/its/germany/7960-tones.xml alias Germany/7960-tones.xml

ステップ 2 各構成ファイルが、cnf-file perphoneコマンドで定義されていることを確認します。

ステップ 3 show telephony-service ephone-templateコマンドを使用して、各 Ephoneテンプレートのユーザーロケール
設定とネットワークロケール設定を確認します。

ステップ 4 show telephony-service ephoneコマンドを使用して、電話機に適用する正確なテンプレートを確認します。

ステップ 5 構成ファイルのロケーションが TFTPではない場合、debug tftp eventsコマンドを使用して、Cisco Unified
Cisco Mobility Expressが探すファイルおよびファイルが検索されたか、ファイルが開かれたかを確認しま
す。通常、「looking for x file」、「opened x file」および「finished x file」の 3つの状態があります。3つの
すべての状態が表示されている場合は、ファイルが見つかっています。外部 TFTPサーバの場合は、TFTP
サーバのログを使用できます。

SIP電話機でのローカリゼーションサポートの構成

Cisco Unified IP Phone 8961、9951、9971用システム定義ロケールのイン
ストール

ネットワークロケールファイルを使用すると、IPPhoneで、指定された国に適したネットワー
クトーンを再生できます。サポートする国用のトーンファイルをダウンロードしてインストー

ルする必要があります。
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ユーザロケールファイルを使用すると、IP Phoneで指定された言語のメニューおよびプロン
プトを表示できます。サポートする各言語の JARファイルおよびディクショナリファイルを
ダウンロードしてインストールする必要があります。

システム定義のロケールのロケールファイルをダウンロードしてインストールするには、次の

手順を実行します。

電話機のファームウェア、構成ファイル、およびロケールファイルが同じディレクトリ

内に保存されている必要があります。

制約事項

始める前に

• Cisco Unified CME 8.6以降のバージョン。Cisco Unified IP Phone 9971場合は、Cisco Unified
Cisco Mobility Express 8.8以降のバージョン。

•ロケールファイルをダウンロードするには、Cisco.comのアカウントがあること。

ステップ 1 http://www.cisco.com/cgi-bin/tablebuild.pl/CME-Localeにアクセスします。

SoftwareDownloadCenterにアクセスするには、Cisco.comのアカウントが必要です。アカウントをお持ち
でない場合や、ユーザ名やパスワードを忘れた場合は、ログインダイアログボックスで適切なボタンを

クリックし、表示される説明に従ってください。

ステップ 2 [ダウンロードホーム（Downloads Home）] > [製品（Products）] > [Unified Communications] > [呼制御
（Call Control）]> [ミッドマーケット呼制御（Mid-Market Call Control）]> [Cisco Unified Communications
Manager Express]> [Unified Communications Manager Express個別ファイル一式（Unified Communications
Manager Express Individual File Set）]の順に選択し、お使いの Cisco Unified Cisco Mobility Expressバー
ジョンを選択します。

ステップ 3 インストールするロケールの TARファイルを選択します。各 TARファイルには言語および国に一意の
ロケールファイルが含まれており、CME-locale-language_country-CMEversionの命名規則が使用されてい
ます。

例：

たとえば、CME-locale-de_DE-8.6は Cisco Unified CME 8.6用のドイツ語（ドイツ）です。

ステップ 4 TARファイルを、Cisco Unified CMEルータからアクセス可能な TFTPサーバにダウンロードします。各
ファイルには、該当するバージョンのCisco Unified CMEでサポートされるすべての電話機タイプに必要
なすべてのファームウェアが含まれています。

ステップ 5 archive tarコマンドを使用して、ファイルをフラッシュメモリ、スロット 0または外部 TFTPサーバー
に展開します。

例：

Router# archive tar /xtract source-urlflash:/file-url

たとえば、CME-locale-de_DE-8.6.tarの内容を TFTPサーバ 192.168.1.1からルータのフラッシュメモリに
展開するには、次のコマンドを使用します。

ローカリゼーションサポート
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Router# archive tar /xtract tftp://192.168.1.1/cme-locale-de_DE-8.6.tar flash:

ステップ 6 ファイル名に使用されるコードの説明およびサポートされるディレクトリ名のリストについては、表 7 :
ロケール JARファイルの電話機タイプコード（25ページ）および表 8 :システム定義のユーザロケー
ルとネットワークロケール （25ページ）を参照してください。

電話機タイプごとに、次の命名規則を使用した JARファイルがあります。

language-phone-sip.jar

例：

たとえば、de-gh-sip.jarは Cisco Unified IP Phone 8961用のドイツ語です。

また、各 TARファイルには、国独自のネットワークトーンおよび断続周期のファイル g4-tones.xmlが含
まれます。

表 7 :ロケール JARファイルの電話機タイプコード

電話コード電話タイプ

cin3905

rtl6941

rtl6945

gh8961

gd9951

gd9971

表 8 :システム定義のユーザロケールとネットワークロケール

ネットワークロケールの

ディレクトリ名

国番号ユーザロケールの

ディレクトリ名

言語コード言語

United_StatesUSEnglish_United_States6en英語

United_KingdomUKEnglish_United_Kingdom

United_KingdomGB

CanadaCA

AustraliaAU

DenmarkDKDanish_Denmarkdkデンマーク語

NetherlandsNLDutch_Netherlandsnlオランダ語

FranceFRFrench_Francefrフランス語

CanadaCA
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ネットワークロケールの

ディレクトリ名

国番号ユーザロケールの

ディレクトリ名

言語コード言語

GermanyDEGerman_Germanydeドイツ語

AustriaAT

SwitzerlandCH

ItalyITItalian_Italyitイタリア語

JapanJPJapanese_Japanjp日本語

NorwayNONorwegian_Norway×ノルウェー語

PortugalPTPortuguese_Portugalptポルトガル語

Russian_FederationRURussian_Russiaruロシア語

SpainESSpanish_Spainesスペイン語

SwedenSESwedish_Swedenseスウェーデン語

6英語（米国）がデフォルトの言語です。別の言語を電話機に割り当て、英語の再割り当を

行わない場合は、米国英語の JARファイルのインストールは不要です。

ステップ 7 CiscoUnified CMEルータ上のフラッシュメモリまたはスロット 0にロケールファイルを保存する場合、
次の形式でユーザロケール（テキスト表示）およびネットワークロケール（トーン）の TFTPエイリア
スを作成します。

例：

Router(config)# tftp-server flash:/jar_filealias directory_name/gh-sip.jar
Router(config)# tftp-server flash:/g4-tones.xml aliasdirectory_name/g4-tones.xml

表 7 :ロケール JARファイルの電話機タイプコード（25ページ）に示した該当するディレクトリ名を
使用し、JARファイル名から 2文字の言語コードを削除します。

たとえば、Cisco Unified IP Phone 8961用のドイツ語（ドイツ）の TFTPエイリアスは次のようになりま
す。

Router(config)# tftp-server flash:/de-gh-sip.jar alias German_Germany/
Router(config)# tftp-server flash:/g4-tones.xml alias Germany/g4-tones.xml

ステップ 8 外部 TFTPサーバにロケールファイルを保存する場合は、TFTPルートディレクトリの下に各ユーザお
よびネットワークロケール用のディレクトリを作成します。

表 7 :ロケール JARファイルの電話機タイプコード（25ページ）に示した該当するディレクトリ名を
使用し、JARファイル名から 2文字の言語コードを削除します。

例：

ローカリゼーションサポート
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たとえば、Cisco Unified IP Phone 8961のドイツ語のユーザロケールディレクトリおよびドイツのネット
ワークロケールディレクトリは次のようになります。

TFTP-Root/German_Germany/gh-sip.jar TFTP-Root/Germany/g4-tones.xml

ステップ 9 電話機にロケールを割り当てます。すべての電話機にデフォルトのロケールを設定するには、音声登録

グローバル構成モードで、user-localeおよび network-localeコマンドを使用します。

ステップ 10 複数のユーザーまたはネットワークロケールをサポートするには、「SIP電話機での複数のロケールの確
認（33ページ）」を参照してください。

ステップ 11 create profileコマンドを使用して、構成ファイルを再構築します。

ステップ 12 resetコマンドを使用すると、電話機をリセットでき、ローカライズされた表示を確認できます。

Cisco Unified Cisco Mobility Express 9.0以降のバージョンでのロケール
インストーラの使用

•外部 TFTPサーバを使用する場合は、手動でルートディレクトリにユーザロケール
フォルダを作成する必要があります。これは TFTPサーバの制限事項です。

•ロケールのサポートは、Cisco Unified CMEでサポートされる電話機のファームウェ
アバージョンに制限されます。

•構成ファイルのロケーションが「system:」の場合、有効化定義ロケールはサポート
されません。

•国コード U1～ U5を使用してユーザ定義のロケールをインストールおよび設定して
から、同じラベルを使用する新しいロケールをインストールした場合は、電話機をリ

セットしても最初の言語ロケールのままになります。これは IP Phoneの制限事項で
す。この制限を回避するには、別の国コードを使用して新しいパッケージを設定する

必要があります。

•ユーザ定義の各国コード（U1～ U5）は、一度に 1つの user-locale-tagだけに使用で
きます。例：

Router(config-register-global)# user-locale 2 U2 load Finnish.pkg
Router(config-register-global)# user-locale 1 U2 load Chinese.pkg
LOCALE ERROR: User Defined Locale U2 already exists on locale index 2.

制約事項

始める前に

• Cisco Unified CME 9.0(1)以降のバージョン。
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• cnf-file locationコマンドによって指定された格納場所がフラッシュメモリの場合、ローカ
ル TARファイルの内容を展開するために十分な領域がフラッシュファイルシステムに存
在している必要があります。

•ロケールファイルをダウンロードするには、Cisco.comのアカウントがあること。

ステップ 1 http://www.cisco.com/cgi-bin/tablebuild.pl/CME-Localeにアクセスします。

Software Download Centerにアクセスするには、Cisco.comのアカウントが必要です。アカウントをお持ち
でない場合や、ユーザ名やパスワードを忘れた場合は、ログインダイアログボックスで適切なボタンをク

リックし、表示される説明に従ってください。

ステップ 2 [ダウンロードホーム（Downloads Home）]> [製品（Products）]> [Unified Communications]> [呼制御（Call
Control）] > [ミッドマーケット呼制御（Mid-Market Call Control）] > [Cisco Unified Communications
Manager Express] > [Unified Communications Manager Express個別ファイル一式（Unified Communications
Manager Express Individual File Set）]の順に選択し、お使いのCiscoUnified CiscoMobility Expressバージョ
ンを選択します。

ステップ 3 インストールするロケールの TARファイルを選択します。各 TARファイルには言語および国に一意のロ
ケールファイルが含まれており、CiscoMobility Express-locale-language_country-Cisco Mobility Expressversion.tar
の命名規則が使用されています。

例：

たとえば、CME-locale-de_DE-German-8.6.3.0.tarは Cisco Unified CME 9.0用のドイツ語（ドイツ）です。

ステップ 4 cnf-file location コマンドが以前に指定したロケーションにTARファイルをダウンロードします。各ファイ
ルには、該当するバージョンのCiscoUnifiedCMEでサポートされるすべての電話機タイプに必要なすべて
のファームウェアが含まれています。

ロケールインストーラを使用する場合は、手動コンフィギュレーションを実行する必要がありません。そ

の代わり、権限付き EXEC構成モードで copyコマンドを使用して、ロケールファイルをコピーします。

Cisco Unified CMEルータにロケールファイルを保存するときに、ロケールファイルを /itsディレ
クトリ（flash:/itsまたは slot0:/its）にコピーする必要があります。

（注）

a) cnf-fileの場所がフラッシュメモリの場合：TARファイルを flash:/itsディレクトリにコピーします。

例：

たとえば、

Router# copy tftp://12.1.1.100/CME-locale-de_DE-German-8.6.3.0.tar flash:/its

b) cnf-fileの場所が slot0の場合：TARファイルを slot0:/itsディレクトリにコピーします。
c) cnf-fileの場所が tftpの場合：次の形式を使用して TFTPサーバーのルートディレクトリにフォルダを
作成し、TFTP-Rootフォルダに TARファイルをコピーします。

例：

TFTP-Root/TAR-filename
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システム定義のロケールの場合は、表 9 :システム定義およびユーザ定義のロケール （29ページ）に
示すロケールフォルダ名を使用します。たとえば、次のように、システム定義のドイツ語用のフォル

ダを作成します。

TFTP-Root/de_DE-8.6.3.0.tar

最大 5つのユーザー定義のロケールの場合、表 9 :システム定義およびユーザ定義のロケール （29
ページ）で示すようにUser_Define_nフォルダ名を使用します。ユーザ定義のロケールとは、Cisco IOS
ソフトウェアで事前に定義されているシステム定義のロケール以外の言語です。たとえば、次のよう

に、ユーザ定義のロケールの中国語（User_Define_1）用フォルダを作成します。

TFTP-Root/CME-locale-zh_CN-Chinese-8.6.3.0.tar

Cisco Unified Cisco Mobility Expressでサポートされているユーザー定義言語のリストについて
は、「Cisco Unified CiscoMobility Expressローカライゼーションマトリックス」を参照してく
ださい。

（注）

表 9 :システム定義およびユーザ定義のロケール

国番号ロケールフォルダ名言語

USEnglish_United_States英語

UKEnglish_United_Kingdom

CA

DKDanish_Denmarkデンマーク語

NLDutch_Netherlandsオランダ語

FRFrench_Franceフランス語

CA

DEGerman_Germanyドイツ語

AT

CH

ITItalian_Italyイタリア語

JPJapanese_Japan日本語

NONorwegian_Norwayノルウェー語

PTPortuguese_Portugalポルトガル語

RURussian_Russiaロシア語

ESSpanish_Spainスペイン語
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国番号ロケールフォルダ名言語

SESwedish_Swedenスウェーデン語

Un1User_Define_n1Un 7

7ここで、nは 1～ 5の数字です。

ステップ 5 user-locale [user-locale-tag] {[user-defined-code]country-code} [load TAR-filename]コマンドを音声登録グロー
バル構成モードで使用して、TARファイルの内容を展開します。国コードについては、表 9 :システム定
義およびユーザ定義のロケール （29ページ）を参照してください。

すべての Cisco Unified SIP IP Phoneタイプに user-localeコマンドを構成する場合、ファイルのサ
フィックス（.tar）を含め完全なファイル名を使用します。

（注）

例：

たとえば、U1がユーザ定義のロケール Chinese（User_Define_1）の国コードの場合、
CME-locale-zh_CN-Chinese-8.6.3.0.tarファイルの内容を展開するには、次のコマンドを使用します。

Router(config-register-global)# user-locale U1 load CME-locale-zh_CN-Chinese-8.6.3.0.tar

ステップ 6 電話機にロケールを割り当てます。「SIP電話機での複数のロケールの構成（30ページ）」を参照してく
ださい。

ステップ 7 音声登録グローバル構成モードで create profileコマンドを使用して、Cisco Unified SIP IP電話機に必要な
構成プロファイルファイルを生成します。

ステップ 8 resetコマンドを使用すると、電話機をリセットでき、ローカライズされた表示を確認できます。

SIP電話機での複数のロケールの構成
デフォルトのユーザおよびネットワークロケールに対して1つまたは複数の代替ロケールを定
義し、個々の電話機に割り当てるには、次の手順を実行します。

•複数のユーザロケールおよびネットワークロケールは、CiscoUnified IP Phone 8961、
9951、および 9971だけでサポートされます。

制約事項

始める前に

• Cisco Unified CME 8.6以降のバージョン。Cisco Unified IP Phone 9971場合は、Cisco Unified
Cisco Mobility Express 8.8以降のバージョン。

• Cisco Unified CMEシステム内の個々の電話機に代替ユーザロケールおよびネットワーク
ロケールを指定するには、電話機ごとの構成ファイルを使用する必要があります。詳細に
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ついては、Cisco Unified IP Phone 6921、6945、7906、7911、7921、7931、7941、7961、
7970、7971および Cisco IP Communicator用のシステム定義ロケールのインストール（6
ページ）を参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. voice register global
4. user-locale [user-locale-tag] {[user-defined-code] country-code}
5. network-locale network-locale-tag [user-defined-code] country-code

6. create profile
7. exit
8. voice register template template-tag

9. user-locale user-locale-tag

10. network-locale network-locale-tag

11. exit
12. voice register pool pool-tag

13. voice register template template-tag

14. exit
15. voice register global
16. reset
17. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

音声登録グローバル構成モードを開始して、

Cisco Unified CMEでサポートされるすべての SIP
電話機に対してパラメータを設定します。

voice register global

例：

Router(config)#voice register global

ステップ 3

電話機の表示用言語を指定します。user-locale [user-locale-tag] {[user-defined-code]
country-code}

ステップ 4

• user-locale-tag—ロケールにロケール識別子を
割り当てます。範囲は 0～ 4です。デフォル例：

ト：[0]。この引数は、デフォルト（0）以外の
一部のロケールを定義する場合に必要です。

Router(config-register-global)# user-locale 1 DE
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目的コマンドまたはアクション

• country-code— ?と入力すると、システム定義
コードのリストが表示されます。デフォルト：

US（米国）。

トーンおよび断続周期の国を指定します。network-locale network-locale-tag [user-defined-code]
country-code

ステップ 5

• network-locale-tag—ロケール識別子を国コード
に割り当てます。範囲は0～4です。デフォル例：

ト：[0]。この引数は、デフォルト（0）以外の
一部のロケールを定義する場合に必要です。

Router(config-register-global)# network-locale
1 FR

• country-code— ?と入力すると、システム定義
コードのリストが表示されます。デフォルト：

US（米国）。有効な任意の ISO 3166コードを
ユーザ定義コード（U1～U5）に割り当てるこ
とができます。

SIP電話機に必要なプロビジョニングファイルを生
成し、ファイルを tftp-pathコマンドで指定した場所
に書き込みます。

create profile

例：

Router(config-register-global)# create profile

ステップ 6

音声登録グローバル構成モードを終了します。exit

例：

ステップ 7

Router(config-telephony)# exit

音声登録テンプレート構成モードを開始して、

Cisco Unified Cisco Mobility Expressの SIP電話機の
共通パラメータのテンプレートを定義します。

voice register template template-tag

例：

Router(config)voice register template 10

ステップ 8

•範囲— 1～ 10。

ユーザロケールをこの ephoneテンプレートに割り
当てます。

user-locale user-locale-tag

例：

ステップ 9

• user-locale-tag—ステップ 4（31ページ）で
作成されたロケールタグ。範囲は0～4です。

Router(config-ephone-template)# user-locale 2

ネットワークロケールをこの ephoneテンプレート
に割り当てます。

network-locale network-locale-tag

例：

ステップ 10

• network-locale-tag—ステップ 5（32ページ）
で作成されたロケールタグ。範囲は 0～ 4で
す。

Router(config-ephone-template)# network-locale 2
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目的コマンドまたはアクション

音声レジスタテンプレートコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

exit

例：

ステップ 11

Router(config-ephone-template)# exit

音声レジスタプールコンフィギュレーションモー

ドを開始して、SIP電話機の電話機固有パラメータ
を設定します。

voice register pool pool-tag

例：

Router(config)#voice register pool 5

ステップ 12

音声登録テンプレート構成モードを開始して、

Cisco Unified Cisco Mobility Expressの SIP電話機の
共通パラメータのテンプレートを定義します。

voice register template template-tag

例：

Router(config)voice register template 10

ステップ 13

•範囲— 1～ 10。

音声レジスタテンプレートコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

exit

例：

ステップ 14

Router(config-ephone)# exit

音声登録グローバル構成モードを開始して、

Cisco Unified CMEでサポートされるすべての SIP
電話機に対してパラメータを設定します。

voice register global

例：

Router(config)#voice register global

ステップ 15

DHCPサーバおよび TFTPサーバへの接続を含め
て、コンフィギュレーション情報を最新にするた

reset

例：

ステップ 16

め、すべての電話機または指定された電話機の完全

なリブートを実行します。
Router(config-register-global)# reset

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 17

Router(config-register-global)# end

SIP電話機での複数のロケールの確認

ステップ 1 show voice register tftp-bindコマンドを使用して、ディレクトリ、言語、およびトーン構成ファイルなどの
TFTPを使用する IP Phoneにアクセス可能な構成ファイルの一覧を表示します。

例：

Router#sh voice register tftp-bind
tftp-server syncinfo.xml url system:/cme/sipphone/syncinfo.xml
tftp-server SIPDefault.cnf url system:/cme/sipphone/SIPDefault.cnf
tftp-server softkeyDefault_kpml.xml url system:/cme/sipphone/softkeyDefault_kpml
.xml
tftp-server softkeyDefault.xml url system:/cme/sipphone/softkeyDefault.xml
tftp-server softkey2_kpml.xml url system:/cme/sipphone/softkey2_kpml.xml
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tftp-server softkey2.xml url system:/cme/sipphone/softkey2.xml
tftp-server featurePolicyDefault.xml url system:/cme/sipphone/featurePolicyDefau
lt.xml
tftp-server featurePolicy2.xml url system:/cme/sipphone/featurePolicy2.xml
tftp-server SEPACA016FDC1BD.cnf.xml url system:/cme/sipphone/SEPACA016FDC1BD.cnf
.xml

ステップ 2 show voice register template allコマンドを使用して、各 Ephoneテンプレートのユーザーロケール設定と
ネットワークロケール設定を確認します。

ステップ 3 show voice register pool allコマンドを使用して、電話機に適用する正確なテンプレートを確認します。

ステップ 4 構成ファイルのロケーションが TFTPではない場合、debug tftp eventsコマンドを使用して、Cisco Unified
Cisco Mobility Expressが探すファイルおよびファイルが検索されたか、ファイルが開かれたかを確認しま
す。通常、「looking for x file」、「opened x file」および「finished x file」の 3つの状態があります。3つの
すべての状態が表示されている場合は、ファイルが見つかっています。外部 TFTPサーバの場合は、TFTP
サーバのログを使用できます。

ローカリゼーションの設定例

複数ユーザーおよびネットワークロケールの構成例

次の例では、デフォルトロケール0をドイツ語に設定する例を示します。これによって、ドイ
ツ語がデフォルトのユーザロケールおよびネットワークロケールとして定義されます。ephone
テンプレートを使用して個々の電話機に別のロケールを適用しない限り、ドイツ語がすべての

電話機で使用されます。

telephony service
cnf-file location flash:
cnf-file perphone
user-locale 0 DE
network-locale 0 DE

前のコマンドを使用してドイツ語をデフォルトのユーザロケールおよびネットワークロケー

ルとして定義した後、次のコマンドを使用してデフォルト値 0を USに戻します。
telephony service

no user-locale 0 DE
no network-locale 0 DE

ドイツ語をデフォルトのユーザロケールおよびネットワークロケールとして定義するための

もう 1つの方法は、次のコマンドを使用することです。
telephony service

cnf-file location flash:
cnf-file perphone
user-locale DE
network-locale DE

前のコマンドを使用した後、次のコマンドを使用してデフォルトを USに戻します。
telephony service

no user-locale DE
no network-locale DE
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次の例では、3つの代替ロケールとして JP（日本）、FR（フランス）、およびES（スペイン）
を定義します。ephoneテンプレートを使用して適用された代替がないすべての電話機のデフォ
ルトは USです。この例では、ephone 11がロケールに JPを使用し、ephone 12が FR、ephone
13が ES、ephone 14がデフォルトの USを使用します。
telephony-service

cnf-file location flash:
cnf-file perphone
create cnf-files
user-locale 1 JP
user-locale 2 FR
user-locale 3 ES
network-locale 1 JP
network-locale 2 FR
network-locale 3 ES
create cnf-files

ephone-template 1
user-locale 1
network-locale 1

ephone-template 2
user-locale 2
network-locale 2

ephone-template 3
user-locale 3
network-locale 3

ephone 11
button 1:25
ephone-template 1

ephone 12
button 1:26
ephone-template 2

ephone 13
button 1:27
ephone-template 3

ephone 14
button 1:28

ユーザー定義ロケールの構成例

次の例は、中国語（繁体字）用のZHとして定義された、コードU1に割り当てられたuser-locale
tag1を示しています。システムで中国語（繁体字）は事前定義されていないため、適切なXML
ファイルをダウンロードしてこの言語をサポートする必要があります。

この例では、ephone 11が中国語（繁体字）（ZH）を使用し、ephone 12がデフォルトの米国英
語を使用します。ephoneテンプレートを使用して適用された代替がないすべての電話機のデ
フォルトは米国英語です。

telephony-service
cnf-file location flash:
cnf-file perphone
user-locale 1 U1 ZH
network-locale 1 U1 CN
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ephone-template 2
user-locale 1
network-locale 1

ephone 11
button 1:25
ephone-template 2

ephone 12
button 1:26

ユーザー定義ロケールとしての中国語の構成例

次は、Cisco Unified Cisco Mobility Expressで、中国語をユーザー定義ロケーションとして構成
する場合の、user-localeコマンドからの出力例です。

Router(config-register-global)# user-locale U1 load chinese.pkg
Updating CNF files

LOCALE INSTALLER MESSAGE: VER:1
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Langcode:zh
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Language:Chinese
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: 7905-dictionary.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: 7905-font.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: 7905-kate.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: 7960-tones.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: mk-sccp.jar
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: td-sccp.jar
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: tc-sccp.jar
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: 7921-font.dat
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: 7921-kate.utf-8.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: 7921-kate.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: SCCP-dictionary.utf-8.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: SCCP-dictionary.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: SCCP-dictionary-ext.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: 7921-dictionary.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: g3-tones.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: utf8_tags_file
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: tags_file
LOCALE INSTALLER MESSAGE: New Locale configured

Processing file:flash:/its/user_define_1_tags_file

Processing file:flash:/its/user_define_1_utf8_tags_file

CNF-FILES: Clock is not set or synchronized, retaining old versionStamps
CNF files updating complete

システム定義ロケールとしてのスイス語の構成例

次は、Cisco Unified Cisco Mobility Expressでシステム定義ロケールをスウェーデン語に設定し
た場合の user-localeコマンドの出力例です。

Router(config-register-global)# user-locale SE load swedish.pkg
Updating CNF files
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LOCALE INSTALLER MESSAGE: VER:1
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Langcode:se
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Language:swedish
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: g3-tones.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: gp-sccp.jar
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: ipc-sccp.jar
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: mk-sccp.jar
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: tc-sccp.jar
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: td-sccp.jar
LOCALE INSTALLER MESSAGE: New Locale configured

CNF-FILES: Clock is not set or synchronized, retaining old versionStamps
CNF files updating complete

SCCP電話機のロケールインストーラの構成例

すべての電話機に適用されるデフォルトがシステム定義ロケール

次は、Cisco Unified Cisco Mobility Expressに対してシステム定義ロケールが構成され、ロケー
ルが、デフォルトロケール指数（user-locale-tag 0）に存在している場合の user-localeコマンド
の出力例です。user-locale-tag引数は、複数のロケールを使用する場合にだけ必要です。それ
以外の場合に使用すると、指定された言語がすべてのSCCP電話機に適用されるデフォルトに
なります。

Router(config-telephony)# user-locale SE load CME-locale-sv_SV-7.0.1.1a.tar

Updating CNF files

LOCALE INSTALLER MESSAGE: VER:1
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Langcode:se
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Language:swedish
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: g3-tones.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: gp-sccp.jar
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: ipc-sccp.jar
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: mk-sccp.jar
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: tc-sccp.jar
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: td-sccp.jar
LOCALE INSTALLER MESSAGE: New Locale configured

CNF-FILES: Clock is not set or synchronized, retaining old versionStamps
CNF files updating complete
Router(config-telephony)# create cnf-files
Router(config-telephony)# ephone 3
Router(config-ephone)# reset

すべての電話機に適用されるデフォルト言語がユーザー定義ロケール

次は、Cisco Unified Cisco Mobility Expressに対してユーザー定義ロケールが構成され、ロケー
ルが、デフォルトロケール指数（user-locale-tag 0）に存在している場合の user-localeコマンド
の出力例です。user-locale-tag引数は、複数のロケールを使用する場合に必要です。それ以外
の場合に使用すると、指定された言語がすべてのSCCP電話機に適用されるデフォルトになり
ます。
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Router(config-telephone)# user-locale U1 load CME-locale-xh_CN-7.0.1.1.tar
Updating CNF files
LOCALE INSTALLER MESSAGE: VER:1
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Langcode:fi
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Language:Finnish
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: 7905-dictionary.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: 7905-kate.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: 7920-dictionary.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: 7960-dictionary.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: 7960-font.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: 7960-kate.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: 7960-tones.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: mk-sccp.jar
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: tc-sccp.jar
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: td-sccp.jar
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: tags_file
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: utf8_tags_file
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: g3-tones.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: SCCP-dictionary.utf-8.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: SCCP-dictionary.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: ipc-sccp.jar
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: gp-sccp.jar
LOCALE INSTALLER MESSAGE: New Locale configured

Processing file:flash:/its/user_define_2_tags_file

Processing file:flash:/its/user_define_2_utf8_tags_file

CNF-FILES: Clock is not set or synchronized, retaining old versionStamps
CNF files updating complete

Router(config-telephony)# create cnf-files
Router(config-telephony)# ephone 3
Router(config-ephone)# reset

非デフォルトロケールインデックスでロケール

次の例は、ユーザー定義ロケールを Cisco Unified Cisco Mobility Expressの特定の SCCP電話機
（ephone 1）の代替ロケールとして構成した場合の user-localeコマンドからの出力を示してい
ます。user-locale-tag引数は、複数のロケールが使用されている場合のみ必要です。このコン
フィギュレーションでは、ユーザロケールインデックス 2のロケールがユーザ定義のフィン
ランド語（U2）です。

Router(config-telephony)# user-locale 2 U2 load CME-locale-fi_FI-7.0.1.1.tar

Updating CNF files

LOCALE INSTALLER MESSAGE: VER:1
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Langcode:fi
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Language:Finnish
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: 7905-dictionary.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: 7905-kate.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: 7920-dictionary.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: 7960-dictionary.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: 7960-font.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: 7960-kate.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: 7960-tones.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: mk-sccp.jar
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: tc-sccp.jar
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: td-sccp.jar
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LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: tags_file
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: utf8_tags_file
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: g3-tones.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: SCCP-dictionary.utf-8.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: SCCP-dictionary.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: ipc-sccp.jar
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: gp-sccp.jar
LOCALE INSTALLER MESSAGE: New Locale configured

Processing file:flash:/its/user_define_2_tags_file

Processing file:flash:/its/user_define_2_utf8_tags_file

CNF-FILES: Clock is not set or synchronized, retaining old versionStamps
CNF files updating complete

Router(config-telephony)# ephone-template 1
Router(config-ephone-template)# user-locale 2
Router(config-ephone-template)# ephone 1
Router(config-ephone)# ephone-template 1
The ephone template tag has been changed under this ephone, please restart or reset

ephone to take effect.
Router(config-ephone)# telephony-service
Router(config-telephony)# create cnf-files
Router(config-telephony)# ephone 1
Router(config-ephone)# reset

SIP電話機での複数のユーザーロケールとネットワークロケールの構
成例

次の例では、デフォルトロケール0をドイツ語に設定する例を示します。これによって、ドイ
ツ語がデフォルトのユーザロケールおよびネットワークロケールとして定義されます。ephone
テンプレートを使用して個々の電話機に別のロケールを適用しない限り、ドイツ語がすべての

電話機で使用されます。

voice register global
user-locale 0 DE
network-locale 0 DE

前のコマンドを使用してドイツ語をデフォルトのユーザロケールおよびネットワークロケー

ルとして定義した後、次のコマンドを使用してデフォルト値 0を USに戻します。
voice register global

no user-locale 0 DE
no network-locale 0 DE

ドイツ語をデフォルトのユーザロケールおよびネットワークロケールとして定義するための

もう 1つの方法は、次のコマンドを使用することです。
voice register global

user-locale DE
network-locale DE

前のコマンドを使用した後、次のコマンドを使用してデフォルトを USに戻します。
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voice register global
no user-locale DE
no network-locale DE

SIP：代替ロケール

次の例では、3つの代替ロケールとして JP（日本）、FR（フランス）、およびES（スペイン）
を定義します。ephoneテンプレートを使用して適用された代替がないすべての電話機のデフォ
ルトは USです。この例では、ephone 11がロケールに JPを使用し、ephone 12が FR、ephone
13が ES、ephone 14がデフォルトの USを使用します。
voice register global

create profile
user-locale 1 JP
user-locale 2 FR
user-locale 3 ES
network-locale 1 JP
network-locale 2 FR
network-locale 3 ES
create profile

voice register template 1
user-locale 1
network-locale 1

voice register template 2
user-locale 2
network-locale 2

voice register pool 1
number 1 dn 1
template 1
user-locale 3
network-locale 3

voice register pool 2
number 2 dn 2
template 2

voice register pool 6
number 3 dn 3
template 3

SIP電話機でのロケールインストーラの構成例
次の例では、ロケールインストーラが、権限 EXEC構成モードで copyコマンドを使用してロ
ケールファイルをコピーするだけで Cisco Unified SIP IP Phoneでロケールを構成できることを
示しています。またこの例は、ロケールファイルが /itsディレクトリにコピーされたことも示
しています。

Router# copy tftp://100.1.1.1/CME-locale-de_DE-German-8.6.3.0.tar
flash:/its
Destination filename [/its/CME-locale-de_DE-German-8.6.3.0.tar]?
Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# voice register global
Router(config-register-global)# user-locale DE load
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CME-locale-de_DE-German-8.6.3.0.tar
LOCALE INSTALLER MESSAGE (SIP):Loading Locale Package...
LOCALE INSTALLER MESSAGE: VER:3
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Langcode:de_DE
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Language:German
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: g3-tones.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: tags_file
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: utf8_tags_file
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: gd-sip.jar
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: gh-sip.jar
LOCALE INSTALLER MESSAGE: Filename: g4-tones.xml
LOCALE INSTALLER MESSAGE: New Locale configured
Router(config-register-global)#

次の作業
ephoneテンプレート

ephoneテンプレートの詳細については、「テンプレート」を参照してください。

ローカリゼーションサポートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 10 :ローカリゼーションサポートの機能情報

機能情報Cisco Unified Cisco
Mobility Express
のバージョン

機能名

Cisco Unified Cisco Mobility Express 10.5は、追加
の言語のサポートを提供します。

10.5Cisco Unified SIP IP Phone
のローカリゼーションの

機能拡張

SIP IPPhoneのローカリゼーションサポートが、
次のように拡張されています。

• Cisco Unified 6941および 6945 SIP IP Phone
のローカリゼーションサポート。

•すべての Cisco Unified SIP IP Phoneに対して
1つの手順をサポートするロケールインス
トーラ。

9.0Cisco Unified SIP IP Phone
のローカリゼーションの

機能拡張
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cmeadm_chapter47.pdf#nameddest=unique_132
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機能情報Cisco Unified Cisco
Mobility Express
のバージョン

機能名

Cisco Unified 3905 SIPおよびCisco Unified 6945、
8941、および 8945SCCP IPPhoneのローカリゼー
ションサポートが追加されました。

8.8ローカリゼーションの機

能拡張

SIP IPPhoneのローカリゼーションサポートが追
加されました。

8.6使いやすさの向上

•すべての SCCP IP Phoneに対して 1つの手順
をサポートするロケールインストーラ。

•ファームウェアロードテキストファイルを
解析し、ローカリゼーションに必要なTFTP
エイリアスを自動的に作成。

• CiscoUnified CME7.0以前のバージョンのコ
ンフィギュレーション方式との下位互換性。

7.0(1)Cisco Unified Cisco
Mobility Expressの使いや
すさの向上

複数のユーザロケールとネットワークロケール

が導入されました。

4.0複数のロケール

ユーザ定義のロケールが導入されました。4.0ユーザー定義ロケール
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


